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彙
報
（
二
〇
二
三
年
度
）
 

  

†
 
教
員
関
係
 

 二
〇
二
三
年
度
新
規
兼
任
講
師
（
哲
学
専
攻
設
置
科
目
）
 

 
胡

兼
任
講
師
（
担
当
科
目
「
東
洋
思
想
史
Ａ
」
）
 

進
藤
浩
司
兼
任
講
師
（
担
当
科
目
「
老
い
と
病
い
の
哲
学
」
）
 

中
野
愛
理
兼
任
講
師
（
担
当
科
目
「
戦
争
論
・
平
和
論
」
）
 

 
 二

〇
二
四
年
三
月
 

 
木
下
頌
子
兼
任
講
師
退
職
 

 
高
江
可
奈
子
兼
任
講
師
退
職
 

 
辻
麻
衣
子
兼
任
講
師
退
職
 

 

†
 
学
生
関
係
 

 二
〇
二
三
年
四
月
 

 
第
六
期
と
し
て
三
十
九
名
入
学
。
 

 

二
〇
二
三
年
九
月
 

 
二
名
卒
業
 

 二
〇
二
四
年
三
月
 

 
三
十
一
名
卒
業
 

   
 
†
 
卒
業
論
文
題
目
一
覧
 

 ・
な
ぜ
い
か
な
る
場
合
で
も
嘘
を
つ
く
べ
き
で
は
な
い
の
か
―
カ
ン
ト

『
人
倫
の
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』
に
よ
る
考
察
―
 

・
な
ぜ
道
徳
的
に
善
く
生
き
よ
う
と
す
る
こ
と
は
幸
福
に
な
る
こ
と
で

は
な
く
、
幸
福
で
あ
る
に
値
す
る
こ
と
な
の
か
―
カ
ン
ト
『
道
徳

形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』
の
解
釈
―
 

・
世
界
を
平
和
に
導
く
た
め
の
国
家
ど
う
し
の
関
係
は
連
合
制
度
で
あ

る
べ
き
か
―
カ
ン
ト
『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』
第
二
章
第
二
確
定

条
項
の
検
討
―
 

・
な
ぜ
「
神
の
死
」
と
「
永
劫
回
帰
」
の
思
想
が
重
要
な
の
か
―
ニ
ー

チ
ェ
『
愉
し
い
学
問
』
125
・
341
・
342
番
に
お
け
る
考
察
―
 

・
な
ぜ
良
心
の
呼
び
声
は
沈
黙
と
い
う
様
態
に
お
い
て
語
る
の
か
―
ハ

イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
良
心
論
の
考
察
―
 

・
日
常
的
な
現
存
在
に
よ
る
死
へ
の
了
解
は
な
ぜ
非
本
来
的
な
の
か
―
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『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
死
の
可
能
性
の
考
察
―
 

・
共
通
世
界
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に
存
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か

│
ア
レ
ン
ト
『
人
間
の
条
件
』
共
通
世
界
概
念
の
考
察
│
 

・
子
ど
も
の
哲
学
に
お
い
て
判
断
す
る
力
は
い
か
に
し
て
向
上
さ
せ
ら

れ
る
か
―
Ｍ
．
リ
ッ
プ
マ
ン
『
探
求
の
共
同
体
 考
え
る
た
め
の

教
室
』
批
判
的
思
考
に
か
か
わ
っ
て
―
 

・
イ
ス
ラ
ー
ム
の
騎
士
道
精
神
―
フ
ト
ゥ
ー
ワ
と
武
士
道
―
 

・
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
お
け
る
過
激
性
 
―
過
激
思
想
の
潮
流
と
そ
の
抑

制
―
 

・
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
主
義
の
思
想
的
源
泉
を
探
る
 

・
宗
教
は
自
殺
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か

―
イ
ス
ラ
ー
ム
教

の
「
ジ
ハ
ー
ド
」
と
自
殺
の
関
連

―
 

・
サ
イ
イ
ド
・
ク
ト
ゥ
ブ
の
思
想
に
見
る
「
イ
ス
ラ
ー
ム
」
の
絶
対
性
 

・
宗
教
に
お
け
る
女
性
の
存
在
 

・
イ
ス
ラ
ー
ム
教
と
女
性
差
別
―
イ
ス
ラ
―
ム
教
が
女
性
差
別
的
な
宗

教
と
見
な
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
―
 

・
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
お
け
る
同
性
愛
者
の
存
在
と
聖
典
解
釈
の
可
能
性
 

・
ヴ
ェ
ー
ル
を
纏
う
選
択
 

・
大
川
周
明
と
井
筒
俊
彦
の
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
に
お
け
る
偏
り
か
ら
見

出
す
こ
と
の
で
き
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
 

・
ア
ル
チ
ュ
ー
ル
・
ド
・
ゴ
ビ
ノ
ー
の
人
種
不
平
等
論
に
対
す
る
批
判

的
考
察
―
ス
ポ
ー
ツ
と
人
種
差
別
の
解
決
に
つ
い
て
―
 

・
サ
ッ
カ
ー
と
人
種
差
別
―
サ
ッ
カ
ー
に
人
種
差
別
を
撲
滅
す
る
力
は

あ
る
の
か
―
 

・
情
報
技
術
の
発
展
が
引
き
起
こ
す
、
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
に
と
っ
て
の

「
写
真
」
の
根
源
的
な
変
容
 

・
前
期
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
思
想
の
「
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
 

・
森
田
療
法
と
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
関
連
性
 

・
「
死
刑
」
の
是
非
 
そ
の
比
較
 

・
「
真
実
の
意
味
に
お
け
る
inter-nationalの
間
柄
」
と
は
ど
う
い

う
こ
と
か
―
和
辻
哲
郎
の
風
土
論
・
国
家
論
か
ら
の
考
察
―
 

・
教
育
と
は
何
か
―
プ
ラ
ト
ン
『
国
家
』
第
７
巻
第
１
章
〜
第
４
章
―
 

・
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
言
葉
を
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
て
い
る
か
―
『
哲
学
探
究
』
第
１
節
〜
第
４
節
―
 

・
内
村
鑑
三
は
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
信
仰
心
と
異
教
国
へ
の
愛
国
心
を
ど

の
よ
う
に
両
立
さ
せ
て
い
た
か
 

・
親
鸞
の
思
想
に
お
け
る
自
己
意
識
 

・
道
元
の
初
期
思
想
に
お
け
る
悟
り
 
―
悟
り
に
繋
が
る
行
い
は
坐
禅

以
外
に
あ
る
か
―
 

・
「
二
所
大
神
宮
麗
気
記
」
の
世
界
観
―
阿
字
・
鑁
字
、
天
照
・
豊
受

を
中
心
に
―
 

・
山
鹿
素
行
に
お
け
る
「
義
」
と
「
利
」
の
解
釈
に
つ
い
て
 

・
秦
邦
憲
(博
古
)に
お
け
る
共
産
主
義
社
会
実
現
へ
の
思
想
―
第
五
次

囲
剿
か
ら
遵
義
会
議
ま
で
の
思
想
的
立
場
を
巡
っ
て
―
 

・
〈
語
る
〉
と
〈
さ
ら
す
〉
―
場
に
お
け
る
思
考
を
明
ら
か
に
す
る
言

葉
の
哲
学
的
分
析
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 （
順
不
同
 
卒
業
論
文
提
出
者
数
と
卒
業
生
数
は
一
致
し
な
い
）
 

   
 
†
 
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
な
ど
 

 二
〇
二
三
年
六
月
二
十
五
日
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
世
界
哲
学
と
は
何
か
：
「
東
ア
ジ
ア
哲
学
」
研
究

の
意
義
と
展
望
」
 

登
壇
者
：
竹
花
洋
佑
氏
・
合
田
正
人
氏
・
森
里
武
氏
・
石
原
悠
子
氏
 

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
 グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ロ
ン
ト
四
〇
二
一

教
室
 

 二
〇
二
三
年
六
月
二
十
七
日
 

特
別
講
演
会
：「
N
ietzsche’s Eternal R
eturn and Its Existential 

Prom
ise」
 

講
演
者
：
W
illow
 V
erkerk氏
 

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
 ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
三
〇
八
Ｅ
教

室
 

 二
〇
二
三
年
七
月
二
十
七
日
 

研
究
集
会
「
Ｇ
．
ビ
ー
ス
タ
の
Ｐ
４
Ｃ
批
判
と
そ
の
行
方
―
哲
学
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
の
現
在
へ
の
一
視
角
」
（
主
催
 
科
研
費
（
基
盤
研

究
Ｂ
）
「
哲
学
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
当
事
者
研
究
の
融
合
：
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
当
事
者
の
た
め
の
対
話
と
支
援
の
考
察
」
代
表
：
神
戸
大

学
 稲
原
美
苗
）
 

登
壇
者
：
堀
越
耀
介
氏
、
土
屋
陽
介
氏
、
後
藤
美
乃
理
氏
 

明
治
大
学
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
 リ
エ
ゾ
ン
棟
Ｌ
１
教
室
 


